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「
問
答
無
用
」
で
辺
野
古
工
事
「
代
執
行
」
決
め
る 

 

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
へ
の
新
基
地
問
題
が
緊
迫
し
て
い
る
。

斉
藤
鉄
夫
国
土
交

通
相
は
、
県
に
代

わ
っ
て
関
連
工
事

の
設
計
変
更
を
承

認

す

る

「

代

執

行
」
に
向
け
て
提

訴
し
た
。
背
景
に

あ
る
の
が
23

年
９

月
４
日
の
最
高
裁

判
決
に
あ
る
。 

工
事
を
承
認
し

な
い
沖
縄
県
の
訴
え

を
退
け
、
工
事
の 

      

推
進
を
後
押
し
す
る
形
に
な
っ
た
。
最
高
裁
判
決
後
も
承
認
に
転

じ
て
い
な
い
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
、
一
連
の
不
当
判
決
に
疑
念
が

消
え
な
い
。
国
の
方
針
も
代
執
行
の
訴
訟
で
改
め
て
問
わ
れ
る
。 

こ
の
判
決
に
は
、
多
く
の
行
政
法
学
者
ら
１
０
０
人
超
が
名

を
連
ね
る
疑
念
の
声
明
を
出
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
辺
野
古
の

大
浦
湾
側
で
は
政
府
が
代
執
行
を
開
始
、
海
中
へ
の
石
材
の
投
入

が
は
じ
ま
っ
た
。
国
が
大
浦
湾
側
の
工
事
に
着
手
し
た
こ
と
に
抗

議
す
る
集
会
が
１
月
12
日
、
名
護
市
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の

ゲ
ー
ト
前
で
開
か
れ
、
参
加
者
が
工
事
を
や
め
る
よ
う
声
を
あ
げ

た
。
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
が
主
催
し
た
抗
議
集
会
に
は
主
催
者
発
表

で
お
よ
そ
９
０
０
人
が
参
加
し
た
。
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
・
稲
嶺
進

共
同
代
表
は
「
政
府
は
地
方
自
治
を
尊
重
す
る
と
い
う
立
場
は
微

塵
も
持
た
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
仕
打
ち
、
今
回
の
仕
打
ち
で
ま
た

明
ら
か
に
な
っ
た
。
耐
え
忍
ん
で
き
た
が
、
『
が
っ
て
ぃ
ん
な
ら

ん
（
納
得
で
き
な
い
）』『
な
ら
ん
し
ぇ
な
ら
ん
（
ダ
メ
な
も
の
は

ダ
メ
だ
）』」
と
、
抗
議
の
声
を
上
げ
た
。 

自衛隊習志野演習場の多国籍軍合同訓練 

反対集会で発言する筆者 
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玉
城
デ
ニ
ー
知
事
の
ノ
ー
に
、
裁
判
所
は
説
明
も
な
い
ま
ま
に

国
交
大
臣
判
断
を
支
持
し
た
。
怖
い
の
は
、
ネ
ッ
ト
の
動
き
。

「
最
高
裁
判
決
に
従
わ
な
い
の
は
、
な
ら
ず
者
」
「
国
益
に
添
え

な
い
奴
は
追
放
」
「
知
事
を
支
え
る
の
は
極
左
勢
力
」
等
々
が
ネ

ッ
ト
上
に
あ
ふ
れ
た
。
「
沖
縄
は
貧
乏
県
、
県
庁
の
事
務
方
も
附

帯
決
議
で
従
う
べ
き
」
が
圧
倒
し
て
い
る
。 

  

沖
縄
を
再
び
戦
場
に
さ
せ
な
い 

 

昨
年
11
月
に
山
城
博
治
さ
ん
（
沖
縄
平
和
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

が
千
葉
市
で
講
演
を
し
た
。 

南
西
諸
島
に
在
住
す
る
県
民
に
「
中
国
と
闘
う
」
声
な
ど
聞

か
れ
ず
、
「
沖
縄
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
」
の
声
が
圧
倒
し
て
い
ま

す
。
政
府
は
、
沖
縄
に
無
理
難
題
を
押
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。
全

国
の
米
軍
専
用
施
設
面
積
の
70
％
を
集
中
さ
せ
、
沖
縄
県
知
事

が
霞
ヶ
関
に
陳
情
に
行
っ
て
も
大
臣
と
面
会
さ
せ
ず
、
副
大
臣
以

下
に
振
っ
た
り
し
ま
す
。
中
山
前
防
衛
副
大
臣
は
「
沖
縄
県
民
は

事
態
を
覚
醒
せ
よ
」
、
麻
生
太
郎
自
民
党
副
総
裁
に
い
た
っ
て
は

「
戦
う
覚
悟
（
死
ぬ
覚
悟
）
を
持
て
」
と
酷
い
こ
と
を
言
っ
て
い

ま
す
。 

先
の
大
戦
で
沖
縄
で
の
地
上
戦
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
東
西
冷
戦
が
終
わ
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
仮
想
敵
国

を
中
国
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
。
台
湾
に
近
い
与
那
国
島
が
自
衛
隊

の
餌
食
に
か
か
る
よ
う
戦
闘
基
地
化
が
進
ん
で
い
る
。
次
々
と
レ

ー
ダ
ー
網
の
建
設
、
自
衛
隊
基
地
建
設
、
弾
薬
庫
、
装
備
増
強

等
々
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。
放
牧
さ
れ
て
い
る
与
那
国
馬
は
、

自
衛
隊
基
地
か
ら
の
強
力
な
電
波
周
波
数
で
目
が
赤
く
な
っ
て
い

る
。
沖
縄
の
陸
と
海
、
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
す
べ
て
に
軍
事
優

先
に
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
隊
、
在
日
米
軍
が
、
沖
縄
の
島
々
か
ら

中
国
各
都
市
を
射
程
距
離
に
お
く
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
（
ト
マ
ホ
ー

ク
４
０
０
発
を
調
達
）
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
目
標
を
攻
撃
で
き
る
。

当
然
に
配
備
す
れ
ば
、
反
撃
さ
れ
る
の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か

で
す
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
部
隊
に
よ
る
南
西
諸
島
の
奪
還
訓
練

が
絶
え
ず
行
わ
れ
る
。 

有
事
の
際
に
は
真
っ
先
に
狙
わ
れ
る
。
中
国
の
中
距
離
ミ
サ

イ
ル
（
射
程
５
０
０
～
５
５
０
０
㎞
）
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
１
９
０

０
発
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
３
０
０
発
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

不
安
は
沖
縄
県
内
だ
け
で
な
く
日
本
本
土
に
拡
が
る
。 

 

政
府
も
そ
の
こ
と
は
想
定
し
て
い
る
。
「
沖
縄
以
西
の
島
々
で

有
事
が
起
き
た
時
を
想
定
し
て
12
万
人
の
住
民
を
九
州
ま
で
避

難
さ
せ
る
構
想
」
を
１
月
の
報
道
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
政
府
の
机
上
計
画
は
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
し
か
な
く
、
12

万
人
（
地
元
住
民
11
万
人
・
観
光
客
１
万
人
）
を
島
々
か
ら
自

衛
隊
の
艦
船
、
民
間
船
舶
を
総
動
員
し
て
も
、
敵
の
攻
撃
を
か
い
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く
ぐ
っ
て
避
難
が
で
き
る
の
か
。
障
害
者
、
重
病
者
数
も
把
握
せ

ず
「
島
か
ら
出
ろ
と
言
わ
れ
て
も
納
得
で
き
な
い
」
と
怒
る
。
で

き
る
は
ず
も
な
く
、
危
機
感
だ
け
を
煽
る
実
効
性
に
乏
し
い
計
画

で
し
か
な
い
。 

 

自
衛
隊
誘
致
に
賛
成
を
し
て
き
た
首
長
、
自
治
体
も
引
き
始
め

て
い
る
。
現
在
配
置
さ
れ
て
い
る
国
産
12
式
地
対
艦
誘
導
弾

（
射
程
百
数
十
㎞
）
を
朝
鮮
、
中
国
沿
岸
部
に
届
く
１
０
０
０
㎞

以
上
に
延
伸
、
地
上
、
艦
艇
や
戦
闘
機
か
ら
も
発
射
で
き
る
よ
う

改
良
を
進
め
る
。
そ
し
て
政
府
は
１
６
０
０
㎞
以
上
の
射
程
を
持

つ
「
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
ト
マ
ホ
ー
ク
」
４
０
０
発
購
入
（
２
２
０

０
億
円
）
を
含
め
、
島
し
ょ
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
な
ど
長
射
程
巡

航
ミ
サ
イ
ル
を
１
０
０
０
発
以
上
の
保
有
を
明
ら
か
に
す
る
。
敵

へ
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
基
地
な
ど
を
攻
撃
す
る
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
は
、
外
交
努
力
の
積
み
重
ね
も
精
算
、
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を

高
め
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。 

 

中
国
は
「
日
本
を
攻
め
る
」
と
言
っ
て
い
な
い 

 

「
台
湾
有
事
は
日
本
の
有
事
」
と
岸
田
政
権
は
繰
り
返
し
て
緊
張

を
煽
る
が
、
台
湾
で
は
「
台
湾
有
事
」
な
ど
語
ら
れ
な
い
（
伊
波

洋
一
参
議
院
議
員
）
。
そ
の
本
音
は
日
本
の
軍
事
費
を
増
強
す
る

目
的
で
し
か
な
い
。
台
湾
の
世
論
は
「
現
状
維
持
」
が
大
半
に
な

っ
て
い
る
。
岸
田
政
権
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
が
軍
事
上
の
危
機
感
を
助
長
さ
せ
て
い
る
。
中
国
は
「
日
本
を

攻
め
る
」
と
１
回
も
言
っ
て
い
な
い
。
台
湾
有
事
が
あ
れ
ば
、
自

衛
隊
の
出
動
を
匂
わ
せ
る
が
、
米
軍
は
後
方
に
回
り
、
手
を
汚
さ

な
い
。
日
中
平
和
友
好
条
約
に
「
台
湾
は
中
国
に
入
っ
て
い
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
山
城
博
治
さ
ん
が
訴
え
る
。
「
那
覇
市
内

で
チ
ラ
シ
配
布
を
し
た
。
『
戦
争
に
な
り
ま
す
よ
！
』
に
、
返
っ

て
く
る
言
葉
は
『
大
丈
夫
で
す
』
と
、
耳
を
疑
う
言
葉
で
す
。
こ

れ
が
現
実
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ア
メ
リ
カ
な

ど
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
は
武
器
供
与
の
支
援
で
戦
場
を
拡
大
さ
せ
る

が
、
自
ら
が
戦
争
は
し
ま
せ
ん
。
安
保
三
文
書
は
、
ア
メ
リ
カ
が

沖
縄
を
餌
食
に
す
る
戦
術
書
」
だ
と
語
っ
た
。 

習志野演習場陸上自衛隊第一空挺

団で「パラシュート降下訓練始

め」の宣伝チラシ 
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８
ヵ
国
が
加
わ
る
多
国
籍
軍
合
同
訓
練 

 
年
の
明
け
た
１
月
７
日
、
千
葉
県
の
習
志
野
演
習
場
陸
上
自

衛
隊
第
一
空
挺
団
で
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
始
め
」
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
南
西
諸
島
で
敵
国
に
奪
わ
れ
た
島
々
の
奪

還
を
想
定
し
た
上
陸
作
戦
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
降
下
部
隊
だ
け
で

な
く
、
重
機
（
装
甲
車
等
）
も
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
降
下
さ
せ

る
大
が
か
り
な
訓
練
に
な
っ
た
。
降
下
訓
練
は
、
昨
年
の
日
本
、

米
国
、
英
国
、
豪
州
の
４
ヵ
国
を
大
き
く
上
回
り
、
東
ア
ジ
ア
の

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
を
連
想
さ
せ
る
８
ヵ
国(
日
本
自
衛
隊
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
各
国
軍
隊)

が
加
わ
る
多
国
籍
軍
合
同
訓
練
に
な
っ

た
。
訓
練
の
６
日
前
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
尻
目
に
「
戦

争
を
見
せ
つ
け
る
軍
事
演
習
」
は
中
止
せ
よ
と
新
社
会
党
、
社
民

党
、
共
産
党
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県
、 

女
性
会
議
と
市

民
が
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
と
習
志
野
演
習
場
正
門
前
で
宣
伝
抗
議
行
動

を
し
た
。 

 

◆
津
田
沼
駅
前
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク 

 

能
登
半
島
地
震
の
救
援
を
進
め
る
と
き
、
「
降
下
訓
練
始
め
」

に
中
止
要
請
を
す
る
政
党
、
市
民
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
始
ま
っ
た
。

「
能
登
半
島
大
震
災
が
発
生
、
『
降
下
訓
練
始
め
』
で
、
国
内
最

大
の
木
更
津
第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
の
救
援
出
動
が
で
き
な
い
」

「
地
震
当
日
の
１
日
夜
、
台
湾
は
１
６
０
人
規
模
の
救
助
隊
の
派

遣
準
備
を
完
了
さ
せ
待
機
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
外
務
省
か
ら

「
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
無
い
」
か
ら
と
救
援
を
拒
否
し
た
」
「
政
府

の
救
助
遅
れ
が
ひ
ど
く
、
自
衛
隊
が
災
害
出
動
は
当
て
に
な
ら
な

い
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
」
「
自
衛
隊
に
代
わ
る
災
害
救
助
隊
の

設
立
が
急
務
」
等
々
の
声
が
上
が
っ
た
。 

 

◆
習
志
野
演
習
場
正
門
前 

 

千
葉
県
議
会
議
員
の
川
口
絵
未
さ
ん
が
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
戦

争
を
見
せ
つ
け
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
軍
事
訓
練
は
絶
対
に
Ｎ
Ｏ
！ 

で
す
。
多
国
籍
軍
合
同
の
訓
練
は
戦
争
へ
進
む
道
で
す
」
な
ど
記

載
の
中
止
申
入
れ
書
を
手
渡
し
た
。
し
か
し
、
国
と
防
衛
省
は
、

１
月
７
日
の
８
時
30
分
よ
り
８
ヵ
国
に
よ
る
多
国
籍
軍
合
同
訓

練
を
強
行
開
催
し
た
。 

 

千
葉
県
内
で
は
５
月
19
日
～
21
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
武
器
見

本
市
が
開
か
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
も
参
加
し
日
本
国
内
で
武
器
の

商
談
を
展
開
す
る
。
２
月
16
日
に
は
施
設
管
理
者
（
幕
張
メ
ッ

セ
）
の
千
葉
県
知
事
に
対
し
貸
し
出
し
中
止
を
求
め
る
要
請
を
し

た
。
ジ
ワ
ジ
ワ
と
軍
国
化
が
迫
っ
て
く
る
。
私
た
ち
は
黙
っ
て
い

な
い
。
憲
法
を
守
り
平
和
の
声
を
上
げ
よ
う
。 

（
み
や
が
わ 

と
し
か
ず
） 


